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まず始めに、第1四半期の総括についてご
報告いたします。詳細は後述いたします。 

 

2011年3月期第1四半期における業績は計
画通りの進捗となりました。 
 

さらに、重要指数である挙式披露宴単価
は、様々な施策が奏功し、前年同時期と比
較し大幅に上昇いたしました。 
 

また、適正な収益を確保しながら、事業
構造の効率化をさらに進めた結果、第1四半
期において営業利益及び経常利益が計画を
上回ったため、2010年5月14日に公表した
第2四半期累計期間の業績予想を上方修正い
たしました。 
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連結損益計算書の概要です。 
 

当四半期連結会計期間におきましては、事業基盤
の安定と企業の成長の実現に向け、人材及び商品・
サービス力への先行投資を優先した結果、前年を下
回る計画となっておりますが、業績は順調に推移し、
ほぼすべての項目において計画を上回る結果となり
ました。 
 

売上高は概ね計画通りに推移し、11,191百万円と
なりました。 
 また6月末時点での受注達成率は昨年実績を上回り
78.7%を確保しております。 

 
今年度の重点施策である「中長期的な成長を見据
えた人材への投資」を行う一方で、業務の効率化を
更に進め、販管貹は5,503百万円（計画比 -226）、
営業利益は526百万円（同 +174）、経常利益は362
百万円（同 +226）となりました。 
 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を647
百万円計上したこと等により、四半期純損失は
△253百万円（同 +45）となりました。 
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国内ウェディング事業の売上高の内訳の
解説です。 
 

直営店型の取扱組数は概ね計画通りに進
捗し、2,395件となりました。 
 

重要指数である挙式披露宴単価は計画と
比較し17千円増加し、3,887千円となりま
した。 
 これは人材及び商品・サービス力の強化
への投資を積極的に実施し、お客様への提
案力が向上したこと、またクオリティを高
めた料飲メニューの投入や、付帯商品の拡
充などを行った成果が現れてきたものです。 
 
レストラン提携型の取扱組数は計画通り
に進捗し187件となりました。 
 

挙式披露宴単価は比較的高単価の提携店
の取扱組数が上昇したこと等により計画を
上回り、2,784千円となりました。 
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売上総利益・営業利益に係る項目の内訳
についての解説です。 
 

売上総利益は適正な利益率確保に注力し、
計画水準を確保することができました。 
 

今期の重点施策である人材及び商品・
サービス力の強化への投資を計画通り行っ
た一方で、コスト構造の改善によって販管
貹削減を実現し、販管貹は5,503百万円（計
画比 -226）となり、営業利益は計画を上
回る水準を確保いたしました。 
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経常損益・純損益に係る項目の解説です。 
 

経常利益は、営業利益が計画を上回った
ことにより、計画と比較し226百万円の増益
となりました。 
 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響
額を特別損失として647百万円計上してお
りますが、計画に織り込み済みであります。 
 従って、四半期純損失は△253百万円と
なり、計画と比較し45百万円の改善となり
ました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

2010年2月に公募増資を行い約22億円を
調達いたしました。重点施策として掲げて
いる人材及び商品・サービス力の強化を図
るため、当四半期会計期間において施設の
リニューアル・強化等に充当いたしました。 

 

この結果、有形固定資産は653百万円増加
しております。これは建物及び構築物が
745百万円増加したことが主な要因です。
これにより、2010年3月末と比較すると現
金及び預金が1,459百万円減少しております。
ただし、キャッシュポジションは前年同期
末の2,472百万円を上回った水準を確保して
おります。 

 

投資その他資産の増加は主に繰延税金資
産と敷金及び保証金の増加によるものです。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解
説です。 

 

まず、2010年3月末との比較では買掛金
が減少しておりますが、これは、季節的要
因によるものであり、前年同期並の水準で
あります。 

 

次に、固定負債は852百万円増加しており
ます。これは前述の資産除去債務を1,070百
万円計上したことが主な要因です。 

 

なお、財務基盤の安定のため、引き続き
有利子負債の圧縮を図るとともに、リファ
イナンスによる返済額の平準化を進めてま
いります。リファイナンスについては、ス
ケジュールが決定次第お知らせいたします。 
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連結キャッシュ・フロー計算書の解説で
す。 

 

短期的な収益に目を向けるのではなく、
事業基盤の安定と企業の成長のために、人
材及び商品・サービス力の強化への投資を
行った結果、現金及び現金同等物の残高は
前連結会計年度末と比較して1,386百万円減
少し、2,653百万円となりました。 

 

積極的な投資を行いながら、適正な
キャッシュポジションを確保しております。 
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当社の2011年3月期の第2四半期及び通期
の連結業績予想です。 

 

中長期的な成長に向けた事業基盤の構築
のための投資を行うと同時に、事業構造の
効率化をさらに進めた結果、営業利益及び
経常利益が計画を上回ったため、第2四半期
の業績予想について、営業利益及び経常利
益を上方修正いたしました。 

 

今後も引き続き、事業基盤の安定と企業
の成長の実現に向け、人材及び商品・サー
ビス力への投資を優先させ、一方で当期計
画について計画どおりの進捗を目指してま
いります。 
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今後の主な施策について順にご説明いた
します。 
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まず1つ目は、今後の成長戦略に向けた新
規出店です。 

 

2011年2月、都内人気エリアである港区
白金台に、当社の62店舗目の直営店型ハウ
スウェディング施設となる「白金倶楽部」
がオープンいたします。 

 

デザインは世界の五つ星ホテルのインテ
リアを手がける森田恭通氏によるもので、
洗練された大人のウェディングをかなえる
ため、優雅な趣きをコンセプトにした贅沢
なインテリアをそろえました。 

 

今後も、当社のポリシーとコンセプトに
相応しい立地を厳選しながら、積極的に出
店を行ってまいります。 
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次に、当期の重点施策である商品・サー
ビス力の強化の実現に向けて、主力店舗の
戦略的リニューアルを実施いたします。 

 

当社は従来より結婚式のクオリティの高
さによって他社との差別化を図ってまいり
ました。今後は、さらにハード面の魅力を
高めることで、競争優位性を確立いたしま
す。 

 

アーフェリーク白金は稼働率の高い都内
人気店舗です。リニューアルによりその位
置を丌動のものにするため、白金倶楽部と
同様に森田恭通氏のデザインで訴求力向上
を図ります。 
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アーククラブ迎賓館広島では、ロビー、
バンケット、チャペルをより女性らしく刷
新いたします。 

 

アーカンジェル迎賓館仙台では、仙台の
ハウスウェディングでは初となる独立型
チャペルを設置します。 

 

アーククラブ迎賓館宇都宮では、二つの
会場のロビー、バンケット、チャペルすべ
てを、異なる個性でリニューアルいたしま
す。 

 

 

 

以上のとおり、当期はこれらの大型リ
ニューアルを含む店舗強化のため約12億円
の投資を予定しており、新規出店とあわせ、
既存店の活性化を戦略的に実施してまいり
ます。 
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当社では、結婚式のクオリティこそがＴ
＆Ｇの強みの源泉であると捉えており、そ
れらを常に進化させ、新しいスタイルのハ
イクオリティな結婚式を提供するための施
策を随時進めております。 
 

当期におきましても、お客様のニーズを
汲み取り、今までになかったＴ＆Ｇオリジ
ナル商品の開発を積極的に進めました。 
 

さらに、当社のトップクラスのウェディ
ングプランナーが自ら欧米各国へ出向き、
最新のウェディングの調査・研究を進める
とともに、それらの商品化を開始いたしま
した。 
 

また、現在当社内のみならずお取引先様
も含めて運用しているＴ＆Ｇ独自の品質基
準についても、常に進化させてまいります。 
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また、当社のプロデュース力に評価をい
ただき数々の著名人ウェディングを手がけ
てまいりました。 

 

一組一組のお客様の背景の奥深くまで入
り込んで創り出されるこれらのウェディン
グは、多くの著名人の皆様にも大変好評を
賜り、お喜びの言葉も数多く頂戴していま
す。 

 

また、これらのウェディングのプロ
デュースを通じて、従来にない全く新しい
アイディアや最新トレンドを取り入れた商
品が生まれ、Ｔ＆Ｇが発信し続けるウェ
ディングトレンドの開発につながります。 

 

これからも常にお客様満足度の更なる向
上を目指し、Ｔ＆Ｇの優位性を高めてまい
ります。 
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2010年4月、東京・青山に総合ブライダ
ルサロン、T&G WEDDING LOUNGEをオープ
ンいたしました。 

 

当社は国内ウェディング事業の他に海
外・リゾートウェディング事業、ハネムー
ン旅行や資金融資等の事業を行っており、
そのグループ会社のシナジーを活かした業
界初の総合ブライダルサロンとなります。 

 

このオープンにより、会場選びからハネ
ムーンまで一貫した提案とサービス提供が
実現しております。 

 

さらにグループ会社のシナジーを活かし、
当社ならではの一貫した結婚式周辺サービ
スを提供するため、総合ブライダルサロン
の拡大を検討してまいります。 

サロンの設立については確定次第お知らせ
いたします。 
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